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一
　
古来、 『源氏物語』の各巻名を題として、それぞれの巻にちな
んだ和歌を詠むことが行われてきた。この『源氏物語』巻名和歌について、筆者はかつて近世の『源氏』巻名和歌五点を取り上げて検討した
1
1。詠者各々が巻中のどの場面を選び取って詠んでいる
かという素材の選択 中心に分析し、特に冷泉為村 和歌に他の歌人にはない工夫が見えることを指摘 た。　
引き続きこの問題について考えるべく、本稿では『藤簍冊子』
（一八〇六～七〈文化三～四〉年刊）巻二に収められた上田秋成の『源氏』巻名和歌を取り上げる
1２。秋成の歌は「自在な歌風」 （日
本文学ｗｅｂ図書館「和歌文学大辞典」 ） 、あるいは「個性の強い思うがままを詠んだ 」 （ 『日本古典文学大辞典』 ）などと評される。ところが、先の拙稿では『藤簍冊子』の『源氏』巻名和歌も俎上に載せはしたもの 、場面の選択という点に関しては秋成の独自性を見出すことはできなかった。秋成の詠はそれぞれの巻の中心的な出来事を取り上げることが多く、その点においてきわめ
てオーソドックスといえる。ただ、拙稿では、秋成は巻名を詠み込むことがそう多くはな ことをかろうじて指摘した。 とはいえ、秋成の『源氏』巻名和歌については、こうした点に触れるに留まり、際立った特色を見出し得て ない これは、表現面での検討が不充分であ ことに起因する 思われる。先の はそれぞれの巻からどの場面を選び取るかという素材の摂取方法を論点としており、 歌の表現そのもの ついて検討するものではなかった。そこで本稿では、 独特といわれる秋成の歌風が、 伝統的な『源氏』巻名和歌においてどのように表れるか 、表現面から具体的に辿ることとする。　
まず、 『源氏』巻名和歌の基本的な詠み方を確認する。題とす
る巻からある場面を切り取って詠むのであるが、一般的にはその場面に見られる 『源氏』 中の語を み込む。一例として、 「花散里」を題とする北村季吟の詠を見 みよう
1３。
　　　　
花散里
　　
末かけて語らひなれん橘の花ちる里をとふ郭公
　「花散里」巻では、源氏が麗景殿の女御（故桐壺院の女御）のもとを訪ねる。女御の邸 は橘の香が漂っていることから 「花
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散里」巻には「橘」の語が頻出する。季吟歌の「橘の花ちる里」 ・「郭公」は、源氏が詠んだ
1４、
　　
橘の香をなつかしみほととぎす花散る里をたづねてぞとふ
を踏まえている。 「ほととぎす」は源氏を表し、女御と昔話をして過ごす源氏が往事を慕って詠んだものである。季吟もこの表現に寄り添い、 をホトトギスに喩え、末永い関係を誓う源氏思いを詠んでる。　
また、堀田正敦主催『詠源氏物語和歌』 （一八一四〈文化一一〉
年成立）では
1５、
　　　　
花散里
　　　　　　　　　　　　　　　
忠与
　
青山恒之助
　　
立花の匂へる里のほとゝぎす月と風とやさそひきつらむ
と、季吟と同じく「立花」 ・ 「里」 ・ 「ほとゝぎす」も詠み込みつつ、源氏が女御のもとを訪れて思い出話などをするうちに月が出たという次の表現をも踏まえている。　　
昔の御物語など聞こえたまふに、夜更けにけり。二十日の月
　　
さし出づるほどに、 いとど木高き影ども木暗く見えわたりて、
　　
近き橘のかをりなつかしく匂ひて、
　
このように、 『源氏』巻名和歌では、巻中の語を取り入れ、そ
の場面を踏まえて詠むことが普通である。秋成も同じく、次のように詠んでいる
1６。
　　　　
花散里
　　
色は香にまけてにほへる 花散宿もたえずとはまし
　「里」を「宿」と言い換えてあるが、 「香」 「橘」 「花散」は、季吟らと同様、源氏が詠んだ「橘の……」の歌による表現である。秋成の歌は、 容色では劣るものの、 心ばえの優れている花散里（女御の妹） もとを絶えることなく訪れようという源氏の心境を詠む。　このように、 『源氏』から表現を取り込み、その場面を踏まえ
た内容を詠む が『源氏』巻名和歌の基本的な詠み方であり、秋成も概ね同じ方法で作詠する。　　　　
二
　
ところが、秋成の場合、表現において 本文の表現から
大胆に離れる詠み方をすることがある。 次に掲げるのは、 「藤裏葉」巻の歌である。先の拙稿でも取り上げたが、異なる角度から検討するために再び掲出する。　　　　
藤末葉
　　
大島のなるとならずと汐舟のからきわたりも風を待えて
　
海路の難所で風待ちをしていた船にようやく風が吹いた情景を
詠み、じっと機会を待っていた夕霧がついに内大臣に雲居の雁との仲を許されたことを表現し る。 「藤裏葉」巻を詠む場合、夕霧が結婚の許しを得るこの場面が詠まれることはきわめて多い。この点においては、 秋成 詠は決して特異ではない。しかし、
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表現については、他の詠者のものとは異なる特徴を示している。　
内大臣は自らの邸で催す藤の宴に夕霧を招き、雲居雁との結婚
を認める。したがって、この場面が詠まれる場合、 「藤」の語を詠み込むことが多い。　　
○季吟
　　 　
藤裏葉
　　
隔て置し宿のかきほもこよひこそ藤のうらはの恨とけなめ
　　
○松平定信
1７
　　 　
藤裏葉
　　
時しあれは雲ゐのかり 折を得てふちのうらは みを
　　
やとく
　　
○『詠源氏物語和歌』
　　 　
藤のうら葉
　　　　　　　　　　　　
正邦
　
山本忠兵衛
　　
なつ衣たち初しよりうらなさの心やかけし松の藤なみ
　
季吟と定信との詠「藤（ふち）のうらはの」 ・ 「恨（うらみ） 」 、
山本忠兵衛の詠「松の藤なみ」が『源氏』中の語を取り込んでいることは、先の拙稿で指摘した。一方で秋成は、 『源氏』から語を摂取することなく、 表現において独特 あることにも言及した。が、前稿ではこの指摘に留まった。この点を本稿で さらに掘り下げてみたい。　
大島は、瀬戸内海に浮かぶ周防大島 ことで、周防国 歌枕で
ある。古くは『万葉集』巻第一五 ・ 三六三八番に見える
1８。
　　　　
大島の鳴門を過ぎて再宿を経ぬる後に、追ひて作る歌二
　　
首
　　
これやこの
　
名に負ふ鳴門の
　
渦潮に
　
玉藻刈るとふ
　
海人
　　
娘子ども
　
ここにあるように、 「大島の鳴門」と詠むことは多く、 「鳴門」
には「成る」や「鳴戸」を掛けることがある。秋成詠にも「大島のなると」とあって、この場合は念願が成就す という意味での「成る」を掛けている。大島の鳴門が難所であったことから、雲居の雁との結婚を望む夕霧の願いが叶い難いもので ことが表現されている。　
しかし前述したように、大島あるいは鳴門は、 「藤裏葉」巻に
は見られない。 『源氏』においては、 「玉鬘」巻の一例 みである。　　
舟人もたれを恋ふとか大島のうらかなしげに声の聞こゆる
　
玉鬘が乳母に伴われて筑紫へ下向した際に乳母の娘が詠んだも
ので、 「藤裏葉」巻との関連は見出し難 。　
また、 「汐舟」の語は、 「藤裏葉」巻のみならず『源氏』には一
例もない。和歌にはあまり詠まれない語であ が、 『万葉集』には集中して四件の用例がある。うち、一首を掲げる。　　
久慈川は
　
幸くあり待て
　
潮船に
　
ま梶しじ貫き
　
我は帰り
　　
来む
　　　　　　　　　　　　　　
（巻第二〇 ・ 四三六八番）
　「大島」も「汐舟」も、 大いに『万葉集』を連想させる語である。
『万葉集見安補正』 （一八二三〈文化六〉年刊）には、いずれの語
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も掲載されている
1９。
　　
○鳴門
十五
　
周防の玖珂郡大島の鳴門也。
　　
◯
斯
1
シヲフネ
乎布禰
1
十四
　
志富夫禰
二十
　
河舟にむかへて汐船とは云。
　　
海をわたる船也。乎と富と仮名たかへり。いかに。
　
大島の鳴門で停留していた「汐舟」が、今まさに風を受けて漕
ぎ出していく様を詠んだ秋成の歌は、 清々しい勢いに満ちていて、夕霧の洋々たる前途 予感させるにふさわしい。この趣を醸し出すために、 秋成は「藤裏葉」巻や『源氏』の語を用いるの 避け、かわって万葉的な表現を効果的に取り込んで といえよう。　
このように、一見『源氏』からかけ離れたかのような情景を詠
み上げ、内容からそ 巻の一場面を推測させる詠み方 『源氏』巻名和歌においては珍しい。　　　　
三
　「若菜
 下」 巻の和歌も、 同じ特徴を示している。 「若菜
 下」 巻は、
朱雀院の五十の賀、女楽、紫の上の危篤、柏木と女三の宮との密通など、印象的な出来事が多い巻である。そのため、 『源氏』巻名和歌においても、詠まれる場面は歌人によって様々である。例えば季吟は 定信は女三の宮との密通に起因する柏木の苦悩を詠む。　　
○季吟
　　　　　
同
 下
　　
声そへて千年やよはふ五十とせの数にあひあふ寺の御法は
　　
○定信
　　 　
わかな
 下
　　
ひくつなにむすほゝれつゝから猫のねをのみたつる中やく
　　
るしき
　
いずれも「五十とせ」 、 「猫」など、 「若菜
 下」巻のキーワード
を詠み込んでいる。一方、秋成の詠は次のようなものである。　　　　
下
　　
みちのくにいつか来にけんたならしの琴は緒だえの橋と成に
　　
き
　「みちのく」の語は、 「若菜
 下」巻にはない。 『源氏』全巻では
「陸奥紙」という語を除くと、 「宿木」巻で浮舟の母親が陸
1
みちのくに
奥国
1
の
守の妻になったという記述のみである。 「若菜
 下」巻とはかかわ
らない。　
緒絶の橋は、現宮城県緒絶川にかかる橋で、陸奥国の歌枕であ
る。 「若菜
 下」巻に用例はなく、 『源氏』全巻から探ると「藤袴」
巻に一例のみ見出すことができる。　　
妹背山ふかき道をばたづねずてをだえの橋にふみまどひける
　
柏木が、そっけない態度の玉鬘に対して恨み言を口にする場面
で詠んだ歌であ 玉鬘は「若菜
 下」巻にも登場するが、柏木
とは特に接点を持たない。また、 「藤袴」巻に描かれるのは柏木
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が頭中将の頃の出来事であり、 「若菜
 下」巻における柏木に関し
ては、 玉鬘よりもむしろ女三の宮への恋に懊悩する姿が描かれる。「藤袴」巻における緒絶の橋の用例も、 「若菜
 下」巻の内容とは
特に結び付かないと考えてよいだろう。いつ 間 か遠い陸奥までやってきたことを詠んだ秋成の歌は、 「藤裏葉」巻の場合がそうであったように、 「若菜
 下」巻には描かれない情景を詠んでい
る。　
緒絶の橋について、片桐洋一『歌枕歌ことば辞典』 （笠間書院）
に「 「絶」に仲が絶えることを響かせて、不安定な恋のたとえに用いられるのが一般的」 、ま 日本文学ｗｅｂ図書館「歌ことば歌枕大辞典」に「恋人との仲が絶えることを象徴し、絶望的な恋の行末を思うのが一般的」 るように、秋成は「若菜
 下」巻
の詠において断絶してしまった恋によ 絶望感を詠んだものと捉えることができる。陸奥の緒絶の橋にやって来 しまったと詠むことによって、男女の心があまりにも遠く隔たってしまったこを表している。　
また、秋成詠の場合、緒絶の橋は琴の緒が絶えることと掛けら
れている。琴の緒が絶えると えば、親友 死を嘆いて琴の弦を切った伯牙の故事が思い起こされるが、 との死別は 「若菜
 下」
巻には描かれないので、秋成の歌についてもやはり恋の歌と捉えるべきであろう。　
ただ、秋成のこの歌は、 「若菜
 下」巻のどの場面を詠んだもの
かを捉えにくい。陸奥の緒絶の橋は「若菜
 下」巻には描かれな
いが、琴は源氏が女楽を計画することもあって、頻出する。琴を手がかりに考えていこう。　「若菜
 下」巻において琴にまつわる人物は多い。そのうち、源
氏が住吉参詣をする際の舞楽の様子と、女房たちによる合奏は、場面の点景として描 れたものに過ぎず、検討から除外してよいだろう。　
また、夕霧と女二の宮（柏木の妻）も琴を弾くが、この二人も
秋成の和歌の素材となったとは考えにくい。夕霧は 明石の女御が女楽で弾く箏 琴 調弦を頼まれ 調子合わせに軽く弾く。紫の上の和琴を聴いて強く心惹かれ、恋心を再確認する場面はあるが、そ ことにまつわる嘆き い ものは描かれない。また、女二の宮は、ふさ でいる柏木の姿に胸 痛め、虚ろな心持ちで箏の琴を爪弾く。秋成の和歌に詠まれたのは「たならしの琴」 、すなわち使い慣らした琴 あ 手に馴染むほど 弾いた琴であったのに、今は緒が絶えて弾くことができない、その悲嘆が詠まれている。女二の宮は、女三 宮を諦めることのできない柏木に望 結婚したが、柏木 依然とし 女三 宮へ 執着心を絶つことができない。すなわち、女二の宮は、 「たならしの」と表現されるほど、柏木と心が通じ合っていたわけ はない。また、 夕霧も女二の宮も軽く演奏す 程度で という要素がストーリーと印象的に結び付いているわけでは い。
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琴との結び付きが弱いという点では、柏木も同様である。女三
の宮の猫を東宮（朱雀院の子で女三の宮の異母兄）を介して手に入れようとする柏木は、東宮に琴の指南をする。父である致仕の大臣とともに和琴の名手であると源氏が語る場面も、 「若菜
 下」
巻には見られる。 女三の への恋に深く思い悩み、 また密通によって苦しむ柏木は、 確かにこ 巻の中心人物の一人である。しかし、「若菜
 下」巻において柏木を語る際にきわめて印象的に結び付け
られているのは、前掲の定信の和歌にあるよう 、 ではなくむしろ猫である。 冒頭で、女三 宮が飼う猫に対する柏木の強い執着心が語られ いる。 また、 柏木と女三の宮との仲は睦まじかったわけではなく、 柏木が一方的に好意を寄せた結果 苦悩である。「若菜
 下」巻にも、 「年を経て思ひわたりけることの、たまさか
に本意かなひて、心やすからぬ」とある。すなわち、柏木に って女三の宮は、 「たな しの」と う程に寄り添ったことがある相手というわけではない。長年 願いがたまたま叶い、しかしそのために却って不安にさいなまれると うものであって、秋成詠の歌意には合わない。　「若菜
 下」巻において琴という素材と印象的に結び付けられて
いる、すなわち秋成の和歌 素材と り得る可能性が高い 、女楽を企画した源氏とその奏者の女性たちである。巻中では、源氏による、女三 宮への琴指南や琴談義 、多くの紙幅が費やされている。また 紫の上 渡された和琴を源氏が弾く場面もあ 。
「若菜
 下」巻において、源氏と琴との結び付きはきわめて強い。
巻で描かれる源氏の苦悩は二つである。紫の上の危篤と、女三の宮の密通とによ ものである。巻中、紫の上の重篤な状態から死別が現実味を帯び、源氏は深く嘆くが、仲が断絶した絶望感というものとは異なる。仮に紫の上が「若菜
 下」巻で亡くなってい
たとすれば、琴の緒が絶え という秋成の歌に合致する。が、紫の上の死はこの巻ではまだ描かれな 。 「若菜
 下」 巻での源氏は、
これから訪れる れの予感に悲嘆 暮れるのであって 既に間が隔たってしまったことを詠んだ秋成の歌 は合わない。　
源氏と女三の宮との関係についても、密通を知った源氏は「い
で、あな、心憂や、 」と情けなさを じている。女三 宮と 恋が途絶えてしま たことを嘆く いうよりも、宮の浅 かさに呆れている。とはいえ、源氏の思いは、きわめて複雑である。　　
宮は、いとらうたげにてなやみわたりたまふさまのなほいと
　　
心苦しく かく思ひ放ちたまふにつけては、あやにくに、う
　　
きに紛れぬ恋しさの苦しく思さるれば、渡りたまひて見たて
　　
まつりたまふにつけても、胸いたくいとほしく思さる。
　
源氏の心境は、女三の宮に対する厭わしさと愛しさとが交錯す
るようなものとして描かれている。このことについて『新編日本古典文学全集』 頭注では、 「過失ゆ の不快さに女三の宮から遠ざかろうとすると、かえって執着されてくる」 （二六〇頁・注二三）と解説する。女三の宮の軽率さを疎ましく思うもの 見
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放すこともできず、却って心惹かれもする。決して琴の緒が絶えたと表現されるような 心が完全に断ち切れてしまった状態ではない。したがって、秋成の歌は、源氏と女三の宮との関係を詠んだものともいえない。　
次に、女楽の奏者を見ていこう。奏者四人のうち、明石の上が
弾くのは琵琶で、 琴ではない。明石 女御は箏の琴を受け持つが、「若菜
 下」巻においては明石一族の繁栄が語られ、女御について
も恋の嘆きは特に描かれな 。したがって、明石の上と明石の女御とは、秋成の和歌の題材ではないと判断することができる。　
琴
1
きん
の琴を弾く女三の宮は、源氏から手ほどきを受ける。 「若菜
 
下」巻に描かれる女三の宮 、きわめておっとりとしていて、また内面の苦悩がほとんど描かれない。たとえば、源氏に琴の上達を誉められ、 「何心なくうち笑みて」 、無邪気に喜ぶ。また 次のような描写もある。　　
二十一二ばかりになりたまへど、なほいといみじく片なりに
　　
きびはなる心地して、細くあえかにうつくしくの 見えたま
　　
ふ。
　
二一、 二歳くらいだが、依然としてきわめて幼げな雰囲気で、
ひたすらにかわいらしいだけであるという。柏木との密通 よってさすがに思い悩むが、それとて男女 仲が隔たったことの嘆きではない。例えば、通ってくる柏木のことを「宮は、尽きせずわりなきことに思したり。院をいみじく怖ぢきこえたまへる御心」
とあって、つらく思うばかりで、また源氏をひどく怖れている。罪深さにおののくばかりで、琴の緒が絶えた、すなわち男女の仲が隔たったことを嘆 様子はない。やはり秋成の歌とは齟齬がある。　
女楽で紫の上が担当するのは和琴であるが、 「若菜
 下」巻では
懐妊して体調のすぐれない明石の女御が傍らに押しやった箏の琴も少し弾く場面もある。結論から述べれば、秋成詠は紫の上を詠んだ の、 あるいは源氏と紫の上と 関係を詠んだも と考える。「若菜
 下」巻は、源氏一族が栄華を極める一方で、紫の上の孤独
が浮き彫りにされる巻でもある「若菜
 下」巻において、源氏と
紫の上との心にはすれ違いが生じている。源氏は女三の宮に琴を教えなければならず、紫の上の元へ足は遠のきがちとなる。そのことに関して、女三の宮の琴が 達しただろう 源氏に言われた紫の上が、 「いかでかは、かく他事なく教へきこえたまはむには」と、源氏が女三の宮に琴を教えることばかりに時間を費やし いるこ を暗になじるような言い方をする場面もある。源氏 しては、琴の指南は朱雀院や帝への手前教えざ を得 かったものであり、紫の上のように何一つ不足 ない女性は「まこと ぐひあらじとのみ思ひきこえたまへり。 」 、唯一無二 存在 考えている。源氏は紫 上への気持ちはまったく色褪せ は いと考えているが は決して得心して るわけではない。源氏は、紫の上の体調が思わしくないのを気遣い、また女三の宮の
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ことは理解してくれているだろうと言うが、紫の上は「心にたへぬもの嘆かしさのみうち添ふ」 、すなわち耐えられない嘆きが常に心にわだかまっていることを打ち明け、源氏に出家をさせてほしいと訴える。源氏が考えているようには、紫の上は割切ることができないでい しかし、紫の上と離れることなど考えらい源氏は、出家を許すわけには かない。何度となく出家を願い出るが受け入れられないことに、紫の上は涙 見せる。　　
例のことと心やましくて、涙ぐみたまへる気色を、いとあは
　　
れと見たてまつりた ひて、 よろづに聞こえ紛らはしたまふ。
　
涙ぐむ紫の上に、源氏は愛情を再確認し、慰めようとするが、
紫の上がひとえに願う出家 ついに許す はない。それは紫の上が発病しても変わることはなく、源氏は甲斐甲斐 く看病すも、再三にわたる紫の上の出家の願いを、聞き届けることはできない。　
このような「若菜
 下」巻における紫の上の心境は、次のよう
に語られる。　　
○あやしく浮きても過ぐしつるありさまかな、
　　
○人の忍びがたく飽かぬことにす もの思ひ離れぬ身にてや
　　
やみなむとすらん、あぢきなくもあるかな、
　
拠り所がなくきわめて不安定な立場、耐えがたく満たされない
思い、そこからつい 逃れることができないことを嘆く。こうした紫の上の苦渋を、源氏は決して理解することはない。紫の上に
対して自分なりの愛情をそそぎはするが、紫の上の苦しみを推しはかろうとする描写はない。 のような意味で、両者 心は遠く隔たってしまっているといえる　
なお、秋成の歌に見える「たならしの」は、手に慣れたといっ
た意であるが、 『雨月物語』 「菊花の約」に「万夫の雄人に勝れ、よく士卒を
習
1
たならす
練
1といへども、智を用うるに狐疑の心おほくし
て
1
11」
という用例があること ら、訓練す った意味で解釈することができる。とすれば、秋成の歌に詠まれている は、 若菜
 下」
巻で琴の練習をする女三の宮のことかとも思われるが、かつて睦まじかった仲が遠ざかったという意味では秋成の和歌には当たらないことは前述の通りである。琴の修練という点では、 紫の上も源氏から琴の手ほどきを受けてい 。 「紅葉賀」巻では、源氏幼い紫の上に琴を渡して弾かせる場面がある。　　
人召して、 御琴とり寄せて弾かせたてまつりたまふ。
源氏
「箏
　　
の琴は、中の細緒のたへがたきこそところせけれ」とて、平
　　
調におしくだして調べたまふ。掻 合は ばかり弾きて、 （紫
　　
の上に〈筆者注〉 ）さしやりたまへれば、え怨じはてずいと
　　
うつくしう弾きたまふ。小さき御ほどに、さしやりてゆした
　　
まふ御手つきいとうつく ければ、らうたしと思 て、笛吹
　　
き鳴らしつつ教へたまふ。
　
また、 「花宴」巻にも、
　　
日ごろの御物語、御琴など教へ暮ら 出でたまふを、例の
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と口惜しう思せど、
とあって、 源氏が日常的に紫の上に琴を教えていたことがわかる。このことから 秋成の歌の「たならしの 」とは、長年寄り添ってきた源氏 紫の上との仲を指すと捉えることができる。しかし「若菜
 下」巻での紫の上は、源氏との関係においてきわめて不安
定な立場にある いう思いを拭いきることができず、嘆きを深めてゆく。そして、そ から逃れるためにひたすら出家を望むのであるが、源氏は許さない。両者 心は、知らず知らず うちに大きく隔たってしまっ い のである。慣れ親しんだはずの仲がいつの間にこのように遠く離れてしま たのだろう、琴の緒 切れたように心は通じな っ しまった いう秋成 詠は、紫の上の心中あるいは紫の上と との仲を詠んだも と考えることができる。　
このように秋成の「若菜
 下」巻の歌は、陸奥の緒絶の橋とい
う「若菜
 下」巻にはない語を用いて、一見巻の内容とは無関係
であるかのような情景を構築し、遠く隔たってしまった源氏と紫の上との心を詠んでいる。しかし今の検討ではからずも明らかになったように、巻中の語を詠まないことで場面を特定するのは難しく り、詠者の意図が伝わりにくい
1
11。独創的ではあるが、この
詠み方の弱点と言わねばならな だろう。
　　　　
四
　
さらに二例、 同じ特徴を示す歌に簡単に触れておこう。 まず、 「明
石」巻の和歌である。 『源氏』巻名和歌では、 「明石」巻について詠む場合、 「あかし」という語を詠み込むことが多い。　　
○季吟
　　 　
明石
　　
いせの海にかよふあかしの浦波の深き思ひも身をそほつま
　　
て
　　
○冷泉為村
1
11
　　 　
あかし
　　
むかひみる遠のしま〳〵あらはれてあかしのうらにはるゝ
　　
夜の月
　　
○定信
　　 　
明石
　　
こりすまのわかこゝろより打よせておもひあかしの波にた
　　
ゆたふ
　　
○『詠源氏物語和歌』
　　 　
明石
　　　　　　　　　　　　　　
　肥前守義行
　
佐野
　　
雲井まで立かへり行浦波 月 あ しの秋の のかげ
　
一方、秋成はここでも「あかし」という語は用いず、 「明石」
巻には見えない情景を詠んでいる。
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明石
　　
都にもひゞきの灘の汐あひにかづく白玉誰にさゝげむ
　「都にもひゞきの灘」は、都でも評判であるという意と、歌枕響の灘とが掛けられている。 響の灘は播磨国に広がる海であるが、
「明石」巻には描かれていない。 『源氏』全巻では、 「玉鬘」巻の「ひびきの灘もなだらかに過ぎぬ。 」という描写と、同じ場面で玉鬘の乳母が詠んだ「うきことに胸のみ騒ぐひびきにはひびきの灘もさはらざりけり」とい 歌との二件 用例のみ見出すことができる。玉鬘が乳母らとともに筑紫を脱し 海路で都を目指 くだりで、 難所である響きの灘 難なく通り過ぎたという場面である。内容的に 特に「明石」巻とは結び付 も ではない 音に聞く響きの灘という 、そこにに沈む白玉、つま 真珠を詠んだ秋成の「明石」巻の歌 、やはり巻とは一見無関係な情景を詠んいるといえる。　「玉」 （あるいは「珠」 ）も、 「明石」巻には見えない。 「白玉について、日本文学ｗｅｂ図書館「歌ことば歌枕大辞典」では次のように解説する。　　
『万葉集』には「白玉の
　
人のその名を
　
なかなかに
　
言を
　　
下延へ…」 （巻九 ・ 一七九二 ・ 一七九六・福麻呂歌集歌）のよ
　　
うに愛しい者を白玉にたとえる歌が数首あるが、この表現は
　　
後代に継承されない。 （中略）平安朝以降になると、圧倒的
　　
に多い用例は「包めども袖にたまらぬ白玉は人を見ぬ目の涙
　　
なりけり」 （古今集・恋二 ・ 五五六・清行）などを代表とする
　　
涙の比喩となる白玉である。
　
白玉を「愛しい者」の比喩とするのは『万葉集』に見られるも
ので、平安期以降は涙の喩えとして用いることが一般的になるという。秋成詠の「白玉」については、歌の意からも、涙ではなく「愛しい者」 の比喩であると考えられる。 『万葉集見安補正』 には、次のような記述も見える。　　
白玉之人
九
　
君をも親をも妻子をもうつくしみて、白玉と
も
　　
玉とのみもたとへて、愛敬する也。
　
このことから、秋成は白玉を「愛しい者」に喩えるのは万葉的
な表現であると認識して た可能性が高いと考えることができる。響きの灘についても、 『万葉集』巻第一七 ・ 三八九三番「昨日こそ
　
船出はせしか
　
いさなとり
　
比治奇の灘を
　
今日見つるか
も」の「比治奇の灘」と同一視する説があり、 『万葉集見安補正』にも、　　
比治奇乃奈太
十七
　
今播磨にひゞきの灘と云処そと云へり。
　　
いかゝにや。
とある。秋成の「明石」巻の歌は、 「藤裏葉」巻の場合と同じように、 『万葉集』を踏まえた表現によって詠まれているといえる。ここに詠まれた「白玉」は、明石 上を指す。明石の入道は、秘蔵の娘を特別な人物に縁付かせようして数々の求婚を断り続けており、そのことは都でも噂になってい
る
1
11。「藤裏葉」巻の歌「大
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島のなると」と同じように響きの灘も難所であることから、 「明石」巻 歌も、明石の入道の許しを得るのが困難であることが表現されている。都においても名高い響きの灘に沈む真珠という情景を万葉的な表現で詠みながら、明石親子 姿を表現したものである。　
さらに、 「篝火」巻の和歌を見てみよう。秋成の歌は、次のよ
うなものである。　　　　
かゞり火
　　
まどはせし箱のふたみのあひがたみおほふははかな何のみだ
　　
れぞ
　「ふたみ」は歌枕二見の浦であるが、 「篝火」巻のみならず『源氏』全巻に二見の浦の用例はない。 「ふた」と「み」とに分けて、箱の蓋と身と 掛けることがある。秋成の歌にもこの掛詞が用いられていて、縁語として「箱」 詠み込まれている。ち みに、二見の浦のみならず、 箱も 「篝火」 巻には描かれない。秋成の歌は、蓋と身とが合わずに覆う（蓋をする）ことができないでいる箱を詠みながら、玉鬘と柏木との関係 詠んだものと思わ る。玉鬘と柏木とは実は姉弟であるにもかかわらず、玉鬘に対す 恋心を柏木が募らせていくという絡み合った状況を 何のみだれぞ」と詠んでいる
1
11。これまで見てきた歌と同様に、巻にはない情景を詠
みながら、内容によって巻中の場面を示唆する手法である。　
こうした方法で詠まれた歌は、五四首の中で決して多いわけで
はない。しかし、 『源氏』から大きく離れた情景を、時に万葉的な表現を用いながら詠み、内容 その巻の一場面を表現する歌が数首見えるところに秋成の『源氏』巻名和歌 特徴の一つがあると見てよいだろう。単調になりがちなところを回避し、アクセントを付ける一手段であったのかもしれない。　
なお、 秋成の『源氏』巻名和歌には、 造語らしき表現も見える。
「関屋」巻の歌である。　　　　
関屋
　　
心にはゆるせし関にあふ坂の山した雫袖ぬらしけり
　「山した雫」は、山下水と同じような意味を持つ語であると推測できるが、管見に入る限り和歌に「山した雫」 （山下雫）の用例は見出し得ない。山下水が草木の下で人知れず流れる水で、表に出すことのでき 恋心を表現す 語であるように、 「山 た雫」は逢坂の関で居合わせた源氏と空蝉との人に知られる とのない恋心を表現してい と考えること できる。果たして秋成独特の表現なのか、何らかの影響を受けた歌 存す のか、今は結論を出すことができないの 、指摘に留めておく。　多くの歌人が試みた『源氏』巻名和歌の中に置くことで、秋成
の歌の位置が立体的に見えてくる。そこには伝統的な表現を踏襲するものと、独創的 ものとのいずれもが存在するはずであるそれらを具体的に拾い上げていくことを、当面の課題とし い。
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注１
　
拙稿 「近世の 『源氏物語』 巻名和歌―冷泉為村を中心に―」 （ 『藤
　
女子大学
　国文学雑誌』第九六号・二〇一七年三月） 。
２
　『藤簍冊子』の『源氏』巻名和歌については既に注釈を試み、
　
拙稿「 『藤簍冊子』源氏物語和歌注釈稿（上） 」 （ 『藤女子大学
　
　
国文学雑誌』第八〇号・二〇〇九年三月） 、 「 『藤簍冊子』源
氏
　
物語和歌注釈稿（中） 」 （ 『藤女子大学
　国文学雑誌』第八
一号 ・
　
二〇〇九年一一月） 、 「 『藤簍冊子』源氏物語和歌注釈稿（下） 」
　（ 『藤女子大学
　国文学雑誌』第八二号・二〇一〇年三月）にま
　
とめた。
３
　『石山寺奉納詠源氏物語巻々和歌』 （一七〇四〈宝永元〉年成
　
立） 。以下、 『石山寺奉納詠源氏物語巻々和歌』の引用は、 『石
　
山寺資料叢書
　文学篇
 第二』 （法藏館）による。
４
　
以下、 『源氏物語』の引用は、 『新編日本古典文学全集』に
　
よる。
５
　
以下、 『詠源氏物語和歌』の引 日本古典文学大系
　
　
近世歌文集
　上』による。
６
　
以下、 『藤簍冊子』の引用は、 『新日本古典文学大系
　近世歌
　
文集
　下』による。
７
　『源氏物語巻々和歌』 （一八世紀末〈天明・寛政頃〉成立か） 。
　
以下、 『源氏物語巻々和歌』の引用は、注３所掲『石山寺資料
　
叢書
　文学篇
　第二』による。
８
　
以下、 『万葉集』の引用は、 『新編日本古典文学全集』による。
９
　
以下、 『万葉集見安補正』の引用は、 『上田秋成全集』 （中央
　
公論社）による。11　
引用は、 『新編日本古典文学全集』による。
11　
注６所掲『新日本古典文学大系』では、 「やがて紫の が死
　
去することを暗示。▽源氏の立場からの歌。 」 （三八四頁 ・ 脚注）
　
と解釈している。私見とは異なるが、秋成 の曖昧さがこう
　
した解釈の揺れを生じさせると言わざるを得ない。11　『般若心経源氏物語和歌』 （一七四四〈寛保四〉年成立） 。引
　
用は、注３所掲『石山寺資料叢書
　文学篇
　第二』による。
11　「若紫」巻に記述が見える。詳細は、注２所掲の拙稿「 『藤簍
　
冊子』源氏物語和歌注 稿（上） 」に述べた。11　
注６所掲『新日本古典文学大系』では、源氏と玉鬘との関係
　
を詠んだものとしている。あるいは、源氏と玉鬘、柏木と玉鬘
　
といった複数の間でこじれた状況となった ことを秋成は詠
　
んでいるのかもしれない。やはり巻中の語を詠まないことで、
　
解釈が困難になっていること 否めない。
〈やまもと
　すいこ／本学教授〉
